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(57)【要約】
【課題】アイコン表示部の表示素子の劣化を減少させ、
焼き付きの起こりにくい表示装置を提供する。
【解決手段】赤・緑・青・白色の副画素を備えた画素が
マトリクス上に配置されており、前記副画素がエレクト
ロルミネッセンス素子によって構成された表示装置にお
いて、画像信号を前記副画素の駆動信号に変換する色演
算回路を備え、前記色演算回路は赤・緑・青色の副画素
と白色の副画素との輝度割合を表示部位に応じて変更す
ることを特徴とする。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤・緑・青・白色の副画素を備えた画素がマトリクス上に配置されており、前記副画素
がエレクトロルミネッセンス素子によって構成された表示装置において、
　画像信号を前記副画素の駆動信号に変換する色演算回路を備え、前記色演算回路は赤・
緑・青色の副画素と白色の副画素との輝度割合を表示部位に応じて変更することを特徴と
する表示装置。
【請求項２】
　前記表示装置のアイコン表示部においては赤・緑・青・白色の副画素全てにより白表示
し、自然画像表示部においては白色の副画素のみにより白表示することを特徴とする請求
項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２のいずれか１項に記載の表示装置からなる表示手段と、撮像手
段とを有することを特徴とする撮像装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エレクトロルミネッセンスによる表示素子を用いた小型フルカラー表示装置
及び同表示装置を用いたデジタルカメラなどの撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、エレクトロルミネッセンスによる表示素子を用いた表示装置として、赤・緑・青
・白の四色の副画素を用いた技術が特許文献１にて開示されている。この技術によると、
赤・緑・青表示には白色表示素子にカラーフィルタを積層したものを用い、白色表示には
白色表示素子のみを用いることで、白色表示時にカラーフィルタによる光の吸収を防ぎ消
費電力を抑えることができる。
【０００３】
　また特許文献２では、表示画像の空間周波数の高い部分の検出、平均消費電力、電流量
、電池の容量などに基づき、赤・緑・青の三色の副画素と白色副画素との輝度割合を動的
に変化させ、表示品位の劣化を抑えつつ消費電力を抑える技術が開示されている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１７８８７５号公報
【特許文献２】特開２００６－３４７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　エレクトロルミネッセンス素子のような自発光現象を利用した表示素子は発光輝度や発
光時間に応じた素子の劣化が生じることがありえる。この劣化は発光輝度が高い場合や長
時間発光した場合に生じ、表示装置において同じ画像を長時間表示させた場合に、焼き付
き現象として視認されることがありえる。
【０００６】
　またデジタルカメラや携帯電話のような機器では、機器の情報を利用者に伝えるために
情報を抽象化し画像や記号にて表示する場合が多い。このような画像や記号はアイコンと
呼ばれ、表示装置中の定まった位置に長時間表示される場合が多い。このため、アイコン
表示部の表示素子の劣化はそれ以外の部分の劣化よりも早く進行し、アイコンが含まれな
い画像を表示した際に焼き付きとして視認される場合がありえる。
【０００７】
　本発明は赤・緑・青・白色の副画素を用いた表示装置において、アイコン表示部の表示
素子の劣化を減少させ、焼き付きの起こりにくい表示装置及び同表示装置を用いた撮像装
置を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するための手段として、請求項１に記載した発明に係る表示装置は、
　赤・緑・青・白色の副画素を備えた画素がマトリクス上に配置されており、前記副画素
がエレクトロルミネッセンス素子によって構成された表示装置において、
　画像信号を前記副画素の駆動信号に変換する色演算回路を備え、前記色演算回路は赤・
緑・青色の副画素と白色の副画素との輝度割合を表示部位に応じて変更することを特徴と
する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明における表示装置及び同表示装置を用いた撮像装置は、赤・緑・青色の副画素と
白色の副画素との輝度割合が表示部位に応じて変更する構成とされている。例えば、自然
画像表示部においては従来と同様に白色表示時には白色副画素を用い、アイコン表示部に
おいては白色副画素のみではなく赤・緑・青副画素を全て点灯させ各副画素からの光を混
色させることで白色表示を行う。これにより、アイコン表示部中の白色副画素の劣化を低
減でき、アイコン表示部における白色副画素の焼き付きを抑制することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図１は、デジタルカメラなどの撮像装置に用いられる表示装置に表示する典型的な画像
を示す図である。
【００１１】
　デジタルカメラでは撮影済み画像やＣＣＤやＣＭＯＳエリアセンサーからの画像信号を
表示した自然画像表示部１３に、シャッタースピードや電池残量などの機器情報を表示す
るアイコン表示部１２を重畳した表示画像１１が表示される。
【００１２】
　アイコン表示部１２の形状や表示画像１１中での位置は機器設計時に決定されるため、
使用者が使用中に変化することはほとんどない。また、このようなアイコン表示部１２は
視認性の観点から白色表示されることが多い。一般的に赤・緑・青・白の副画素を用いて
白色のみの表示を行う場合、消費電力を抑えるために白色副画素のみを用いて表示するこ
とが好ましい。しかし、アイコン表示部１２の表示においては表示画像１１の面積に比べ
アイコン表示部１２の面積は非常に小さいことから、白色副画素のみを用いて表示したと
しても全体の消費電力に対しての効果は少ない。むしろアイコン表示部１２では白色副画
素のみが使われることから表示素子の劣化が自然画像表示部１３における表示素子の劣化
よりも早く進んでしまい、焼き付きが生じてしまう可能性があることを本発明の発明者は
見出した。
【００１３】
　そこで、本発明の表示装置は、赤・緑・青色の副画素と白色の副画素との輝度割合を表
示部位に応じて変更する構成とされていることを特徴とする。
【００１４】
　以下、本発明の表示装置を具体的に説明する。ちなみに、本実施形態の表示装置は、前
記表示装置のアイコン表示部１２においては赤・緑・青・白色の副画素全てにより白表示
し、自然画像表示部１３においては白色の副画素のみにより白表示する構成とした。しか
し、本発明は本実施形態に限定されるものではない。例えばアイコン表示色に応じて赤・
緑・青の副画素と白色副画素の輝度割合は１：０から０：１まで連続的な割合をとっても
よい。
【００１５】
　図２は、本発明を適用できる表示装置に画像を表示する際の副画素の配置を示す図であ
る。図に示されるように本表示装置では赤色副画素２１・緑色副画素２２・青色副画素２
３・白色副画素２４がマトリクス上に配置されている。
【００１６】
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　赤色副画素２１・緑色副画素２２・青色副画素２３・白色副画素２４を制御する信号を
Ｒ’・Ｇ’・Ｂ’・Ｗ’、また表示する元副画素の信号をＲ・Ｇ・Ｂとした場合の変換は
、以下のように行われる。
【００１７】
　自然画像表示部１３では以下の式に基づいて行う。
【００１８】
【数１】

【００１９】
　ここでｍｉｎ（Ｒ，Ｇ，Ｂ）とは信号Ｒ，Ｇ，Ｂのうち最小のものを意味する。この式
からわかるように自然画像表示部１３にて白色ないしグレースケール表示を行う場合、Ｒ
’＝Ｇ’＝Ｂ’＝０となり白色副画素２４のみ点灯される。
【００２０】
　アイコン表示部１２では以下の式に基づいて行う。
【００２１】
【数２】

【００２２】
【数３】

【００２３】
　このようにアイコン表示部１２にてＲ＝Ｇ＝Ｂ、すなわちグレースケール表示を行う際
には赤・緑・青・白副画素が全て点灯され、かつ各副画素の表示レベルは１／２でよい。
これにより、白色副画素２４のみを表示させる場合に比べ表示輝度が半分でよいことにな
るので、表示素子（白色副画素２４）の劣化を低減でき、アイコン表示部１２における表
示素子の焼き付きを抑制することができる。
【００２４】
　図３は、本発明を適用できる表示装置のブロック図を示す。
【００２５】
　図３中の表示装置８１に、色信号Ｒ・Ｇ・Ｂに対応する色信号８２・８３・８４を入力
する。入力された色信号８２・８３・８４は、色演算回路９１により上述の変換式に従っ
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て赤・緑・青・黄各色Ｒ’Ｇ’Ｂ’Ｗ’の色信号８５・８６・８７・８８（駆動信号）に
変換され、ドライバ９３に入力される。
【００２６】
　色演算回路９１の内部では、ある絵素に対する色情報が上述の原理に従って赤・緑・青
各色の色信号に変換される。この際、色演算回路９１はアイコン表示部１２の位置情報を
記憶装置９２より読み出し、上述の変換式の切り替えを判断する。記憶装置９２には表示
装置製造時にアイコン表示部１２の位置情報を記録させる。
【００２７】
　ドライバ９３に入力された色情報は、同期信号（図示せず）に同期した形で行駆動回路
９５及び列駆動回路９４を介して表示パネル９６に入力され、所望の画像を表示する。
【００２８】
　表示パネル９６としては、エレクトロルミネッセンス素子を利用した自発光型表示パネ
ルを用いることができる。
【００２９】
　なお、図３では色演算回路９１や表示パネル９６を駆動するためのドライバ９３・列駆
動回路９４・行駆動回路９５をそれぞれ分割した形で図示したが、実際の表示装置８１で
は必ずしも独立した回路である必要はない。また、低温ポリシリコンＴＦＴ基板を用いて
作製した表示パネル９６上に同じプロセスを用いてドライバ９３・列駆動回路９４・行駆
動回路９５を作製してもよい。さらには、表示装置８１全体を単結晶シリコン基板上に作
製してもよい。
【００３０】
　図４は、本発明を適用できる別の表示装置のブロック図を示す。この実施形態では表示
装置８１中にアイコン表示部１２の表示位置を記憶した記憶装置は設けずに、色信号８２
・８３・８４に同期した表示領域判別信号９７を別途表示装置８１（色演算回路９１）に
入力する。これにより、一つのアイコン表示部だけでなく複数のアイコン表示部を利用者
の利用形態に応じて動的に切り替えることが可能となる。
【００３１】
　なお本実施例中では色演算回路９１を表示装置内に設置したが、本表示装置をデジタル
カメラなどの撮像装置内に組み込む場合には、色演算回路９１に相当する機能を撮像装置
内のコントローラに実装しても同様の効果を得ることが出来る。
【００３２】
　上記構成の表示装置からなる表示手段と、撮像手段とを有する撮像装置を構成すると、
表示素子（白色副画素）の劣化を低減でき、アイコン表示部における表示素子の焼き付き
を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】表示パネルに表示される表示画像の一例を示す図である。
【図２】三原色副画素を備えた画素の構成説明図である。
【図３】本発明を適用できる表示装置のブロック図である。
【図４】本発明を適用できる別の表示装置のブロック図である。
【符号の説明】
【００３４】
１１　表示画像
１２　アイコン表示部
１３　自然画像表示部
２１　赤色副画素
２２　緑色副画素
２３　青色副画素
２４　白色副画素
８１　表示装置
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